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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は地質学的に典型的な島孤地域である東北日本孤の第四紀火山岩について微量元素による地球化
学的研究を組織的になしたものである｡
特に島孤におけるカルクアルカリ岩の化学組成が太平洋側から日本海側-と変化する点に着目し,マグ
マの発生と分化の過程における横棒を説明した｡即ち両極端の化学的挙動を示す元素即ち分配係数の大き
いCrと分配係数の小さい Thの含有量を組みあわせて研究した｡その結果ソレアイト岩系とカルクアル
カリ岩系の成田の解明に導いた｡これは,久野 (1950)が組成鉱物によって分額したソレアイト岩系とカ
ルクアルカリ岩系の区別が Cr,Thの含有量という面からでも区別され得ることを示したものである｡ま
たこれら二つの岩系がことなる成因に由来するマグマによって出来たものであることを明らかにした｡
岩石の化学組成の太平洋側から日本海側へと変化することに関する見方は将来島孤の火山岩の成因を統
一的に考える上で価値があるものである｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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